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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 環境厚生常任委員会 
会議場所 第１委員会室 

担当職員 山末 

日 時 平成２９年９月１９日（火曜日） 
開 議   午前  １０ 時 ００ 分 

閉 議   午後   ２ 時 １４ 分 

出席委員 ◎小川 ○冨谷 酒井 平本 齊藤 菱田 小島 馬場  

理事者 

出席者 

【環境市民部】 塩尻部長、吉田市民窓口・保険医療担当部長 

[環境政策課] 西田課長、山内施設整備・保全担当課長 

［環境クリーン推進課］ 増田課長、大西副課長、太田若宮管理係長 

［市民課］ 高橋課長 

[保険医療課] 荻野課長、山内副課長、藤谷国保給付係長、樋口国保料係長 

【健康福祉部】 栗林部長、辻村子育て支援担当部長 

[地域福祉課] 佐々木課長、中澤副課長、的場福祉総務係長 

［障害福祉課］ 岸田課長 

［高齢福祉課］ 広瀬課長 

［こども未来課] 森岡課長 

  [保育課] 阿久根課長、大倉副課長 

事務局 片岡事務局長、鈴木議事調査係長、山末 

傍聴者 市民 １名 報道関係者 ０名 議員０名 

 
 

会  議  の  概  要 
 
１ 開 議 
 
 
２ 事務局日程説明 
 
 
３ 議案審査 

 

［理事者入室］環境市民部 

 

（１）第１号議案 平成２９年度亀岡市一般会計補正予算（第２号）所管分 

 

＜環境市民部長＞ 

 （概要説明） 

＜各課長＞ 

（資料に基づき説明） 

～１０：１０ 

 

［質疑］ 

＜齊藤委員＞ 

マイナンバーカードについては全国統一のシステム改修か。 

＜市民課長＞ 

今年度中に全国一律で作業を行うものである。 
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＜齊藤委員＞ 

Ｊアラートなど、システムが正常に稼働しないということがよく問題になっている

が、その心配はないか。 

＜市民課長＞ 

業者との連携を密にして処置していきたい。 

＜齊藤委員＞ 

システム業者の責任については。 

＜市民課長＞ 

契約の中でうたわれると認識している。 

＜齊藤委員＞ 

しっかり機能するようお願いする。マイナンバーカードが行き渡るよう周知もお願

いしたい。 

 

（２）第２号議案 平成２９年度亀岡市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 

＜環境市民部長＞ 

（概要説明） 

＜保険医療課長＞ 

（資料に基づき説明） 

［質疑なし］ 

 

［理事者退室］ 

～１０：１７ 

 

  

［理事者入室］健康福祉部 

 

（３）第１号議案 平成２９年度亀岡市一般会計補正予算（第２号）所管分 

 

＜健康福祉部長＞ 

 （概要説明） 

＜各課長＞ 

（資料に基づき説明） 

～１０：２７ 

 

［質疑］ 

＜齊藤委員＞ 

Ｐ９、過年度還付金について、たくさん申請し、後から返せばよいという考えか。

金額を見込んでいたが、結果的に使われなかったということか。 

＜障害福祉課長＞ 

給付費については、毎月１億５～６千万円の請求がある。不足が生じると翌年度に

なることがあるため、不足が生じないように交付申請をしている。 

＜馬場委員＞ 

未熟児養育医療費助成経費について、制度の詳細は。 

＜こども未来課長＞ 
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２，０００グラム以下の未熟児の医療費を公費負担するものである。医療費につい

てはこども医療費助成制度の活用があり、２００円の本人負担で受けていただける

が、入院の場合に発生する食事療養費にはこども医療費が適用されない。この制度

を利用することにより、その部分が公費負担され、受給者の負担が２００円で済む

という内容である。 

＜齊藤委員＞ 

児童扶養手当経費について、最近ひとり親家庭が増えているように思う。それが経

費増につながる。また、例として多いのは貧困の連鎖であり、それにまた対処しな

ければならない。ひとり親家庭で育つ子どもに対して、両親がいないことによるさ

みしさへの啓発や、ひとり親家庭にならないような啓発が必要と考えるがどうか。 

＜健康福祉部長＞ 

ケースワーカーや相談員が事情をよく聴き、養育費の負担ができないのか、もう一

度考え直せないのか、ということを指導している。 

＜酒井委員＞ 

窓口に来られた方の立場に立って相談に乗っているということか。ひとり親家庭に

なれば経費がかさむから離婚しないようにということではなく、困っておられる方

に必要な窓口につなげていただくという対応をされているのか。 

＜健康福祉部長＞ 

そのとおりである。必要な手当てや制度を教示し、その窓口につないでいる。 

 

（４）第３号議案 平成２９年度亀岡市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 

＜健康福祉部長＞ 

（概要説明） 

＜高齢福祉課長＞ 

（資料に基づき説明） 

［質疑なし］ 

 

［理事者退室］ 

～１０：４１ 

 

［自由討議］ 

＜齊藤委員＞ 

児童扶養手当経費のひとり親家庭について、子どもの平和や家庭がどうあるべきか、

ということが根本にある。親の勝手で離婚をするが、子どもは大変さみしい思いを

しているということが言いたい。子どものためにももう少し歩み寄り、前を向く方

法がないのか、ということを指導していくのが結果的に経費の削減につながってい

くのではないかと考えるが、お金のことで言っているわけではない。 

＜馬場委員＞ 

同意見である。児童虐待の関係が大々的に報道されているが、見えないところにさ

まざまな問題が隠れている。それをどのように社会的に明るみに出して子どもたち

を守っていくのかということが問われていると思う。そういう面では、費用的な問

題だけでなく、中身的にもプライバシーを尊重しながら、それぞれの地域でしっか

りと子どもたちを見守れる体制をどのように築いていくのか、ということが重要と

考える。 
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＜酒井委員＞ 

離婚を留まれば幸せになるということではない。ひとり親でも健やかに育てていけ

るようにしていかなければならない。さまざまな家庭がある中で、その人に必要な

支援が届けばよいということであり、絶対に離婚してはいけないということではな

い。子どもがいるから離婚ができないということは、それがかえって不幸である場

合もある。さまざまな家庭があるという認識を持つことが大事である。 

＜齊藤委員＞ 

そのとおりだが、難しい問題でありアメーバのように増えていく状態である。あそ

この家庭は生活保護をもらっているが、一緒に住んでいる、という通報があったと

しても、現場を見に行くまで手が回らないのが市の状況である。現場を見られるよ

うにしていかなければならなない。不正受給により経費がかさんでいるのは腹立た

しい。 

＜酒井委員＞ 

これは議案の賛否に関係のない話なのだが、聞き捨てならないことがある。不正受

給はもちろんよくないが、取り締まりをするだけではなく、制度の助けを受けるべ

き人が受けられていない状況を見つけて案内する必要がある。そういったことも考

えていかなければならないので、当委員会でのテーマである子どもの貧困のところ

で学んでいければと思う。 

＜齊藤委員＞ 

必要な方に届けるためにも取り締まらなければならないという意味である。 

＜小川委員長＞ 

月例常任委員会でそのあたりも取り上げて研究していきたい。 

～１０：４８ 

 

４ 討 論～採 決 
 

［討論なし］ 

［採決］ 

第１号議案  挙手 全員 可決 

第２号議案  挙手 全員 可決 

第３号議案  挙手 全員 可決 
 
［指摘要望事項なし］ 

 

～１０：５０ 

 

５ 議会だよりの掲載事項について 
 
＜小川委員長＞ 
 議会だよりの掲載事項について意見はあるか。 
（意見なし） 
＜小川委員長＞ 
 正副委員長に一任願う。 
 
６ わがまちトークの対応について 
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＜小川委員長＞ 
 わがまちトークの対応について、事務局から説明を。 
＜事務局主事＞ 
９月１２日の議会運営委員会で、各常任委員会から各日２人ずつ出席することとな

った。出席者の選出をいただきたい。 
 
［出席者を調整、以下のとおり決定］ 
 
 本梅町自治会     ：平本委員、菱田委員 
 畑野町自治会     ：酒井委員、冨谷副委員長 
 東本梅町自治会    ：齊藤委員、小島委員 
 千代川町自治会    ：小島委員、馬場委員 
 亀岡市成人式実行委員会：齊藤委員、菱田委員 

 
＜休憩 １０：５９～１３：５５＞ 

 
 
７ 行政報告 

（１）国民健康保険の広域化について 

 

［理事者入室］環境市民部 

 

＜環境市民部長＞ 

 （概要説明） 

＜保険医療課長＞ 

（資料に基づき説明） 

～１４：０９ 

 

［質疑］ 

＜馬場委員＞ 

Ｐ３、所得の水準を考慮する際に、偏差は考慮されるのか。 

＜保険医療課長＞ 

加入者全員の所得を把握することになる。それを市町村ごとに年齢の調整を加えて

比べることになる。 

＜馬場委員＞ 

国から示された「公費の考え方」について、亀岡市は一般会計から５０００万円の

繰り入れを過去に３度行っただけだが、国から一般会計の繰り入れをしてはならな

いという方針は示されているのか。 

＜保険医療課長＞ 

今回の改革で、国費が１，７００億円、全部で３，４００億円の投入を予定されて

いる。これまで、各市町村は一般会計の繰り入れで苦労していたが、それをなくす

ために国費を投入し、スケールメリットを生かした広域化ということが今回の改革

なので、基本的には一般会計からの繰り入れはない。 

＜馬場委員＞ 

新聞報道については亀岡市としてどのように把握しているのか。 

＜保険医療課長＞ 
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京都新聞や毎日新聞で取り上げられていた、国保の広域化により３５％の市町村が

保険料の値上げをするというアンケートの回答の件と思われるが、その数字につい

ては国費の投入が全く考慮されていない。今後は全く違った数字になるのではと考

えている。 

 

［理事者退室］ 

～１４：１４ 

 

８ その他 

＜小川委員長＞ 

 次回の委員会は９月２９日、委員長報告の確認を行う。 

 

散会 ～１４：１４ 


